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参院選で自公が大敗。今こそ 

大企業減税（右図）

は、今や 11 兆円。 

大企業の法人税率は

１０％、中小企業の半分で

す。この不公平をなくせば

消費税減税はできます。 

に

参院選では、多くの野党が「消費税減税」を主張。消費税減税に反対

していた自民・公明が大敗しました。減税の財源も日本共産党はきちん

と提案。「消費税５％減税を」、いまこそ、この声を広げましょう。 

インボイス廃止 

《25 年夏号外》日本共産党加賀市委員会の見解を紹介します。《発行》日本共産党加賀市委員会（加賀市一白町 1-75、☎74-2312） 加賀民報 

工事がすすむ温泉駅前の、全

天候型広場・ガレリア。「新幹線

開業にあわせ」と工事費は２６

億円にも。 

物価高で暮らしの悲鳴が上

がっている時。過大な計画は見

直し、市民のくらしの支援に、回

すべきではないでしょうか。 

・ 市民への福祉サービスを後退させないためにも、経営が大変な

病院や訪問介護事業所等への支援を。 

・ 肥料や飼料、燃料代の高騰に苦しむ農家への支援を。 

・ トランプ関税や景気悪化で大変な中小業者への支援を。 

・ 高すぎる国保税を、一世帯年２万円の引き下げを。 

・ 熱中症予防のためにも、夏場のエアコンの電気代、 

また水道代の補助を。 

・ 高齢者世帯のエアコン購入・設置への補助を。 

 

・ ひとり親や低所得者世帯に、おコメ券（２㎏相当）や生

活支援金の支給を。 

・ 食材費高騰で大変な保育園や子ども食堂への支援を。 

 

ガレリア完成予想図（加賀市 HP より） 
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